




要旨 : ベトナム社会主義共和国（Socialist Republic of Vietnam ; 以下，ベトナムと略す）













































































































イ（Ha Noi）の人口は，1995年は約 127万 5千人であったのに対して 2013年（推計）では約
295万 1千人に増加し，ベトナム最大商業都市ホーチミン市（Ho Chi Minh City）の場合でも









































ベトナムでは人口・家族児童委員会（Vietnam’s Population Family and Children Committee）の
指導の下で，生活水準および新規雇用創出を阻害する人口増加を抑制する政策としての「家族計
画」が展開されている。人口動態の動向の特徴として，人口増加率は 1960年から 1970年にかけ







こうした人口動態の動向との関連で，グエン・リン・ヒウ（NGUYEN LINH KHIEU） 











単位 : 千人 （%）
年 合　計 男　性 女　性 都市部 農村部
1990 66,016.7 32,202.8 33,813.9 12,880.3 （19.5） 53,136.4（80.5）
1991 67,242.4 32,814.3 34,428.1 13,227.5（19.7） 54,014.9（80.3）
1992 68,450.1 33,424.2 35,025.9 13,587.6（19.9） 54,862.5（80.1）
1993 69,644.5 34,028.3 35,616.2 13,961.2 （20.0） 55,683.3 （80.0）
1994 70,824.5 34,633.2 36,191.3 14,425.6（20.4） 56,398.9 （79.6）
1995 71,995.5 35,237.4 36,758.1 14,938.1（20.7） 57,057.4 （79.3）
1996 73,156.7 35,857.3 37,299.4 15,419.9（21.1） 57,736.8（78.9）
1997 74,306.9 36,473.1 37,833.8 16,835.4（22.7） 57,471.5（77.3）
1998 75,456.3 37,089.7 38,366.6 17,464.6（23.1） 57,991.7（76.9）
1999 76,596.7 37,662.1 38,934.6 18,081.6（23.6） 58,515.1（76.4）
2000 77,630.9 38,165.3 39,465.6 18,725.4（24.1） 58,905.5（75.9）
2001 78,620.5 38,656.4 39,964.1 19,299.1（24.5） 59,321.4（75.5）
2002 79,537.7 39,112.2 40,425.5 19,873.2 （25.0） 59,664.5 （75.0）
2003 80,467.4 39,535.0 40,932.4 20,725.0（25.8） 59,742.4 （74.2）
2004 81,436.4 40,042.0 41,394.4 21,601.2（26.5） 59,835.2（73.5）
2005 82,392.1 40,521.5 41,870.6 22,332.0（27.1） 60,060.1（72.9）
2006 83,311.2 40,999.0 42,312.2 23,045.8（27.7） 60,265.4（72.3）
2007 84,218.5 41,447.3 42,771.2 23,746.3（28.2） 60,472.2（71.8）
2008 85,118.7 41,956.1 43,162.6 24,673.1（29.0） 60,445.6（71.0）
2009 86,025.0 42,523.4 43,501.6 25,584.7（29.7） 60,440.3（70.3）
2010 86,927.7 42,990.7 43,937.0 26,224.4（30.2） 60,703.3（69.8）
2011 87,840.0 43,436.7 44,403.3 27,719.3（31.56） 60,120.7（68.44）
2012 88,772.9 43,912.6 44,860.3 28,269.2（31.84） 60,503.7（68.16）
2013 89,708.9 44,454.3 45,254.6 28,874.9（32.19） 60,834.0（67.81）
2014
（推計）
90,710 45,403 45,307 ─ ─
出典 : 1）　Dân số 2000-2009 điêu chỉnh theo Tông điêu tra dân số và nhà ở 01/4/2009.




























人口は 11.7%（1999年）で，平均寿命は全国平均 67.8歳で，男 65.5歳，女 70.2歳（1997年）
であったが，年々，高齢化率は増加傾向を示している。2008年の高齢者人口（60歳以上）は約



























































































調査 ID 男性生年 女性生年 第 1日 第 2日 第 3日 第 4日 第 5日 第 6日 参加日数
1 1948 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
2 1945 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
3 1925 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
4 1940 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
5 1940 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
6 1921 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
7 1940 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
8 1951 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
9 1933 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
10 1926 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
11 1940 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
12 1946 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
13 1940 ◎ ◎ ◎ 3
14 1944 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
15 1931 ◎ ◎ ◎ ◎ 4
16 1949 ◎ ◎ ◎ ◎ 4
17 1935 ◎ 1
18 1938 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
19 1929 ◎ ◎ ◎ 3
20 1938 ◎ ◎ ◎ 3
21 1941 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
22 1948 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
23 1945 ◎ ◎ ◎ ◎ 4
24 1930 ◎ ◎ ◎ ◎ 4
25 1945 ◎ 1
合計 : 人数 15 10 13 22 21 20 18 23 117



























戦争を体験した者である。表 3の調査結果から，男 15名（65.2%）・女 8名（34.8%），男女平均





年数は 51.7年であるが，移住してきた年代は 1960年から 1970年代前半に集中している。家族



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現在，開発援助委員会（DAC : Development Assistance Committee）主要国の 10援助供与国で








界保健機関（WHO）は，2012年に推定 80万 4千人が自殺したとの報告書 “Preventing suicide : 
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